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理科学習指導案

日 時：平成 24 年 10 月 31 日 6 校時

指導学級：１年１組 （26 名）

指導場所：第１理科室

指 導 者：教諭 今 藤 登

１ 単元名 身のまわりの現象

２ 単元の目標

（１）光や音，力などの事物・事象についての観察・実験を通して，光や音の規則性や力の性質につ

いて理解する。

（２）光や音，力などの事物・事象を日常生活や社会と関連づけて科学的に見る見方や考え方を養い，

光・音・力のはたらきに対する興味・関心を高める。

３ 指導に当たって

（１）題材観

本単元は，物理的な事物・事象について学習する単元であり，「光の世界」「音の世界」「い

ろいろな力の世界」の３つの章から構成されている。中学校で初めて物理的な事物・事象につ

いての観察・実験に取り組む単元でもある。

本単元で扱う光・音・力については，どれもがとても身近なものでありながら，直接は見る

ことが難しいという一面を持っている。そこで日常生活や社会とかかわりの深い事例をとり上

げることで感覚的にも捉えやすくし，興味・関心を高めていく必要が出てくる。

その上で，光や音の規則性や力の性質について学習する中で，これらに関する観察・実験を

通して，科学的な見方や考え方を養っていく。課題を解決するために観察・実験を行い，その

結果から筋道を立てて考察していく流れを身に付けさせる単元ともいえる。

（２）生徒観
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（３）指導観

この単元の学習を進めていく上で，日常生活と関わりが深い直接体験が可能な物理現象を取

り上げることを意識したい。鏡や凸レンズ，楽器など，身近にあるものを使い，光と音に関す

る観察・実験を行い，その結果をもとに考察することによって規則性を見いだしていく手順を

身に付けさせる機会としたい。また，力や圧力の性質やはたらきを学ぶ中で，力を図に表して

考察する方法や，測定値の処理のしかた，グラフ化等，科学的な方法を習得できるようにした

い。

具体的には，身近な事物・現象に対する不思議さや面白さに直接触れさせるようにし，日常

生活に見られる現象と結びつけて，身近な物理現象に対する興味・関心を高められるようにし

たい。また，知識・理解の定着が十分ではない生徒については，板書や ICT を活用し文字や

映像として確認することを行っていきたい。

観察や実験の際には，その結果をもとに考察していく一連の流れに配慮したい。そのために

は考察しなければならないことを細かく切り分け，スモールステップで考えを進めていくよう

に指導したい。その上で段階を踏み，生徒自身が考えをまとめられるように助言していきたい。

（４）研究主題との関連

学びを実感する生徒の育成

～一人一人が主体的に考えることができる授業づくりを通して～

教科の研究テーマを校内研究主題をもとに「実験・観察をもとにした学びの実感が持てる授業づく

りの工夫」と設定した。様々な事象について，「なぜそうなるのか。」という疑問を解決するために，観察・

実験を行い，その結果をもとにして規則性やきまりを見いだすことが理科の学習の流れともいえる。この流

れの中に，「考えの３段階」を組み入れることを試みた。「自分で考える」場面では一人一人が課題を把握し，

「考えを伝え合う」場面では実験班ごとに実験方法や実験結果をもとに考えをまとめ発表し，最後の「考え

を深める」場面では，像ができるしくみを凸レンズのはたらきと結びつけて，考えられるようにしたい。

学習の成果として生徒一人一人の手元に残るワークシートの内容や使い方を工夫することで、生徒が達成

感を得られるようにしていきたい。観察・実験の実施から，その結果をもとにした考察の手順までを一連の

流れとして生徒にわかりやすく伝えられるようなワークシートを工夫していきたい。

サブテーマにある主体性については，目的意識を持って課題を解決していくこと，つまりは学習意欲を向

上させることに他ならない。実際の学習の場面では，観察や実験の方法などを自分で考え，検証していくこ

とが意欲の向上につながるものと考えられる。授業の組立ての中に，このような場面を設定していきたいと

考えている。

４ 指導計画

１章 光の世界（７時間扱い 本時 ６／７）

時 学習目標 学習活動 評価規準

１ ○日常生活の中の現象を例 ○教科書の図などを参考に，物 ○光が直進することや光の反射

に，光の進み方やものの 体が見えることや光の進み方 にかかわる現象を日常生活と

見え方について考えるこ について説明を聞く。 関連づけて考えることができ

とができる。 ○自ら光を出さない物体が見え る。 【関心・意欲・ 態度】

るのはなぜか考える。 ○物体が見えることと光の進

み方には関係があることを

説明できる。

【科学的な思考・表現】

２ ○実験を通して，光の反射 ○実験１「鏡に当たった光の進 ○光の反射について，正しい

の法則を理解する。 む道筋」を行い，結果をまと 手順で実験を行い，正確に

める。 結果を記録することができ
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○光の反射の法則について説明 る。 【観察・実験の技能】

を聞く。 ○光の反射の法則について説

明できる。 【知識・理解】

３ ○光の屈折について規則性 ○光が屈折して起こる現象につ ○光の屈折について，正しい

を推論することができる。 いて，説明を聞く。 手順で実験を行い，正確に

○実験２「透明な物体に出入り 結果を記録できる。

する光の道筋」を行い，光の 【観察・実験の技能】

屈折，全反射について推論す ○光の屈折による入射角と屈

る。 折角の大きさや全反射の規

則性を見いだすことができ

る。 【科学的な思考・表現】

４ ○光の屈折による物体の見 ○空気→ガラス，ガラス→空気 ○光の屈折による物体の見え方

え方について説明を聞き， では，入射角と屈折角の関係 を光の進み方と関連づけ，図

理解することができる。 が反対になることの説明を聞 など使って具体的に説明でき

く。 る。 【科学的な思考・表現】

○人間の目は，光が直進してき ○光の屈折による入射角と屈折

たように見えるため，光が屈 角の大きさの関係や全反射に

折するとずれて見えることの ついて説明できる。

説明を聞く。 【知識・理解】

５ ○凸レンズのはたらきと像 ○焦点と焦点距離について説明 ○凸レンズのはたらきと像につ

のでき方について説明す を聞く。 いて，日常生活と関連づけ調

ることができる。 ○凸レンズを使って，像を映し べている。

てみる。 【関心・意欲・態度】

○凸レンズの焦点と焦点距離

について説明できる。

【知識・理解】

６ ○凸レンズによってできる ○光学台を使い，どのような操 ○スクリーンに映る像の大き

（ 像の位置や大きさについ 作をするとスクリーンに映る さを変えるにはどのような

本 て，実験方法を考え，結 像の大きさが変わるのか考え 操作をすればよいか考える

時 果をまとめることができ る。 ことができる。
） る。 【科学的な思考・表現】

○実験結果をもとに，凸レンズ ○凸レンズによってできる像に

のはたらきを考え，発表する。 ついて，結果をわかりやすくま

とめることができる。

【観察・実験の技能】

７ ○凸レンズを通過する光の ○実像・虚像について説明を聞 ○実像，虚像がどのようなと

進み方を，作図を行うこ く。 きにできるか説明できる。

とで説明することができ 【知識・理解】

る。 ○作図を行い，凸レンズを通過 ○凸レンズによってできる実像

する光の進み方とできる像に や虚像の大きさや向きを，作

ついて確認する。 図によって正確に表すことが

できる。【観察・実験の技能】

２章 音の世界（４時間扱い）

３章 いろいろな力の世界（１０時間扱い）
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５ 本時の指導計画

（１）ねらい

①スクリーンに映る像の大きさを変えるには，どのような操作をすればよいか考えることができ

る。【科学的な思考・表現】

②凸レンズによってできる像について，結果をわかりやすくまとめることができる。【観察・実験の技能】

（２）指導に当たっての工夫

○ワークシートの工夫

・実験結果が記入しやすいワークシートを準備し，実験結果がしっかりと残った状態で考察が

進められるようにする。

○ＩＣＴの活用

・デジタル教科書やフリーソフトを活用し，映像を使いながら学習できるように工夫する。

（３）本時の指導過程

段
主な学習活動

○指導上の留意点 評価基準・

階 ・予想される生徒の反応 評価の方法

導 １ 本時の学習への興味・関 ○スライド映写機を使って画像をスクリーンに

入 心をもつ。 映す。

５ ①映写機とスクリーンの距離を変える。

分 ②ピントを合わせたり，ずらしたりする。

○スライド映写機のしくみを考えさせる。

【課題の把握】

(１)スライド映写機の投影画像を見て，映写機のしくみを考える。

(２)スライドとスクリーンに映った画像の大きさの関係に気づかせ

るようにする。

(３)課題を提示して，本時の課題を一人一人に確実につかませる。

・凸レンズが使われている。

・フィルムに光を当てて映している。

・映写機とスクリーンの距離に関係する。

○スライド映写機には凸レンズが使われている

ことを説明する。

２ 本時のねらいを知る。

◎凸レンズを使ってスクリーンに映した像の大きさは，何によって変わ

るのか。

展 ３ 実験方法を考える。 ○スクリーンに映る像の大きさを，大きくした 評価①

開 り小さくしたりする方法をグループごとに考 （ワークシ

35 える。 ー ト ・ 観

分 ○光学台のしくみと使い方について説明する。 察）

自
分
で
考
え
る
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【課題の追究】

(１)スクリーンに映る像の大きさを変えるにはどうすればよいか，

グループごとに話し合う。

(２)グループで考えた方法をもとに，光学台を使い実験を行い，確

認する。

４ 班ごとに実験を行う。 ○凸レンズを光学台の中央にセットし，動かさ

ステップ① ないように指導する。

実験装置の組み立て ○光学台の使い方の確認のため，教師からの指

示通り操作し，像を実際に見せる。

ステップ② ・スクリーンの位置を遠くする（近くする）。 評価②

物体やスクリーンを動か ・物体の位置を凸レンズに近づける（遠ざけ （ワークシ

し，スクリーンに映る像の る）。 ー ト ・ 観

大きさを調べる ・あまり近づけすぎると映らない。 察）

・はっきりと映らない

５ 実験結果から考察する。

【課題解決の実感】

(１)実験結果から，どのような操作を行ったときにスクリーンに大

きな像が映るか考える。

(２)実験結果から，どのような操作を行ったときにスクリーンに小

さな像が映るか考える。

(３)自分の班の意見を発表するとともに，他の班の意見を聞く。

・凸レンズに物体を近づけると，大きな像が映

る。

・スクリーンを凸レンズから遠ざけると，大き

な像が映る。

・凸レンズから物体を遠ざけると，小さな像が

映る。

・スクリーンを凸レンズに近づけると，小さな

像が映る。

６ 考察した結果を発表す ○班の代表に発表させる。

る。

ま ７ 像のできる位置や大きさ ○フリーソフトを使って確認しながら，凸レン

と について説明を聞く。 ズによってできる像のきまりを説明する。

め ８ 次時の予告を聞く。 ○凸レンズを通る光の進み方を，作図によって

10 表すことで考えていくことを伝える。

分 ９ 後片付けをする。 ○光学台を片付ける。

（４）評価の観点

①スクリーンに映る像の大きさを変えるには，どのような操作をすればよいか考えることができ

たか。【科学的な思考・表現】

②凸レンズによってできる像について，結果をわかりやすくまとめることができたか。

【観察・実験の技能】

考
え
を
伝
え
合
う

考
え
を
深
め
る
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（５）準備物

学習プリント，スライド映写機，スライドフィルム，光学台，パソコン，スクリーン

デジタルテレビ

（６）板書計画

実験３ 凸レンズによってできる像

凸レンズを使ってスクリーンに映した像の大きさ

は，何によって変わるのか。

実験３の結果から

○スクリーンに実物大の像を映すには

物体を焦点距離の２倍の位置に置き，スクリーンを焦点距離の２倍の位置にする

○スクリーンに大きな像を映すには

物体を凸レンズに近づけ，スクリーンを凸レンズから遠ざける

○スクリーンに小さな像を映すには

物体を凸レンズから遠ざけ，スクリーンを凸レンズに近づける

その他に気がついたこと

・物体を焦点距離より内側に近づけると，スクリーンに像は映らない



実験３ 凸レンズによってできる像

１年 組 番 氏名
学習の目標

準備物 光学台（凸レンズ，スクリーン，像を調べる物体）

◇スクリーンに映る像の大きさを変えるには，どのような操作をすればよいか予想して

みよう。

・自分の考え

・班の考え

実験

ｽﾃｯﾌﾟ① 実験装置を組み立てる

ｽﾃｯﾌﾟ② 物体やスクリーンを動かし，スクリーンに映る像の大きさを調べる

結果

とき，はっきりと大きな像が映る。

とき，はっきりと小さな像が映る。

・その他に気がついたこと

考察 スクリーンに映る像の大きさは，何によって変わるのでしょうか

－１年 理７－


